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1. はじめに 
 
超高齢化社会の到来、ライフスタイルの多様化が進む

中で、都市の利用者や利用目的が多種多様なものへと変

化している。こうした社会変化に伴い、ターミナル地区

では多様な人による様々な目的を持った移動がさらに活

発になる。大規模地下空間は、地上と比べて方角がわか

りづらく、先の見通しも利きにくい。このような理由か

ら、移動の円滑化が求められている。 
本研究ではターミナル地区を代表とする大規模地下空

間利用者の移動を円滑にする対策の一つである、サイン

による誘導に着目する。対象とする地下空間は複数の鉄

道会社や商業施設が混在しているため、サインの色・

形・文字の大きさ・サインシステムに様々なものがあり、

特にサイン情報の不連続性が問題となっている。より多

くの人々にとってわかりやすいサイン標示にするために

ユニバーサルデザインの概念、シーケンスの概念を取り

入れたサインデザインを考える。本研究では、サイン体

系を整理して全体的なサインデザインを考える。地下空

間の通路を座標として捉え、それに基づいて目的地名

(出口・通路)の記号化を行い、記号を各サインに盛り込

む。そしてデジタル画像により実験評価を行う。 
 

2. 空間把握のためのサイン 1) 
 

人は目的地に向かうとき、対象空間と自己位置を把握

しながら移動する。空間を把握するための情報取得の視

覚的な手段の一つであるサインは、地図サイン、誘導サ

イン、位置サインの三つの類型を考えることができる。

これらを動線計画と併せることで空間を把握しやすくす

れば、目的地に到着しやすくなると期待できる。 
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本研究では、情報量の多い地図で何度も確認をしなく

ても、現在位置確認や経路確認が可能になることを目標

とし、サイン類型の体系化と通路・出口の特定基盤とし

ての通路ベース座標を提案する。 
 
(1)サインの体系 
出発地点から目的地までの場面を要素ごとに割り、各

場面で必要な情報の整理を行う。また、サインを類型で

まとめ、場面ごとに設置するサインを考える。サインの

分類と記載内容、配置を図-1 にまとめる。図-1 では、

人の動きに従ったサインシーンの連なり、すなわちシー

ケンスとして、サインの配置を示している。 
a)地図サイン 
地下街の概形と施設名・施設概要等のリスト情報を提

示する。ここで予習を行い、目的地へ向かう。予習する

情報で最低限のものは、目的地付近の出口番号と地図を

見ている位置から一番目に選択する通路と地下空間の概

形である。地図サインには地下空間全容図、一管理主体

からなる地下空間図(これを、対象地下空間とする)、大

きな交差部自体から脱出するための交差部図がある。  
図-2では交差部図を用いた大きい交差部の脱出方法を

示している。誘導サインには出口・通路番号を記載する

が、このことにより目的地への方向確認を容易に行える

のが従来と異なるところである。 
サインの設置位置は順に、複数の地下街が重なる交差

部、他の大きい交差部である。 
b)誘導サイン 
空間移動途中における、すぐ次の行動に誘導する。設

置位置は通路途中や、交差部全般である。図-3 は、本研

究で考える誘導サインである。目的地名だけでなく前方、

後方の出口番号を表示し、標示対象外の目的地へ向かう

人も進路がわかるようになっている。また、主要目的地

には距離を併記する 
c)位置サイン 
自分の現在位置を確認する手段である。加えて、前

方・後方の出口番号を提示することにより、進むべき方

向がどちらかを把握することを支援する。 
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地下空間を把握するためには全体の形状を頭に入れるの

が好ましい。それは地図サインで把握することができる。

しかし、それだけでは複雑な空間を移動することはでき

ない。移動するには、自分がどこに立っているか知る必

要がある。また、自分がどの方向を向いているのかも知 

 
る必要がある。この二つが実際に行動に移す要素にな

り、これは移動によって随時変わっていくものである。

したがって、これらに関する情報は頻繁に補正する必

要があり、何度も確認できる場所になくてはならない。

本研究では誘導サイン・位置サインがこの役割を果た

すことを期待している。 

 (2)付番のルール 
大規模地下空間には様々な管理主体の地下空間が集

まっている。一方、決められたスペースに盛り込める

情報は、人が認識できる文字サイズを考慮すると非常

に限られてくる。特に誘導サインのスペースはとても

小さく記号化の必要性がある。記号化にあたっては、

目的地等の情報の整理に繋がり、少ない文字数で多く

の情報を表せることが必要がある。 
また地下街の空間の中での自分の位置を、地図を見

ることなく、誘導サインや位置サインの確認でき、進

む方向の正誤を容易に確認できることが望ましい。そ

こで、地下空間全体を極座標とし、対象地下空間の通

路を座標軸として見る。この座標を用いて出口・通路

番号付けのルール化を行った。表-1 に具体的な付番手

順を示す。 
まず、大規模地下空間には複数の地下空間が存在す

る。本研究は大規模地下空間の中心(複数の地下空間が

集まる場所)から伸びた枝を対象地下空間とする。どの

地下空間にいるのかわかるように、地下空間名の頭文

字を表記する。 
次に、対象地下空間の中心の設定方法としては、対象

地下空間中で、最も交差部から分岐している通路の数が

多い場所を選ぶ。そして、中心から伸びた通路を座標軸

とし、この座標軸に記号を振る。座標軸は、ある一方か

ら順(例えば時計回り)に振ると、その通路の方向や方角

がわかる。 
 最後に、中心から外側に向かい数字を 1 から順に数字

を割り振っていく。順に振ることで、中心から離れてい

っているのか近づいていっているのかわかる。 

表-1 各種番号の付番ルール 

図-1 サインの配置と役割 

図-2 サインの配置と役割(大きい交差部) 

図-3 誘導サイン 



 

3

3. デジタル画像実験 
 
一般に、サインの実験方法として現場でサインを提示

する実験 3)が考えられる。しかし、現場に関する知識を

もっている人にとって、現場実験はサインに依存した行

動のみ期待できないため、サインの正当な評価ができな

いと考えた。そこで、地下街におけるサインの視認性を

確認するために、現場の写真をベースにした室内のデジ

タル画像実験を採用した。 
 

(1)実験方法 
今回用いたデジタル画像は、梅田の地下空間(ホワイ

ティ梅田)の写真を加工したものである。デジタル画像

による仮想空間を作成し、目的地までシーケンス画像を

提示する実験(室内実験)を行った。実際の地名、施設名

とは異なる名称を記した地図サイン・誘導サイン・位置

サインを、デジタル画像に当てはめ、被験者には全く初

めて体験する空間と捉えられるようにした。本研究案

(案A)と、現状を参照した案(案B)の比較実験を、大阪市

立大学学生19人を対象に実施した。試行は、目的地を

2つ設定し、一人当たり4試行( 2目的地×2サイン案)を
被験者により順序を変えて行った。手順は図-4のとおり

である。 
まず、スタート地点の画像を表示し、スタート地点に

仮想的に設置した地図サインと誘導サインを標示し、次

に進む経路を選択させる。 
次に、進んだ先の交差部画像を表示し、交差部に設置

してある誘導サインを表示する。これを繰り返すことで、

目的地に到着するという流れである。図-5は実験時の風

景で、図-6,7は実験のデジタル画像の例である。  
 

(2)評価指標 
指標1：ステップ数 
スタート地点から目的地までの一連の流れを通路分岐

部で各要素にわけ、そこを通過した回数で、これが小さ

いほうが迷う回数が少ないと考える。なお、今回のデジ

タル画像では通路途中にサインを設置していない。 
指標2：認識時間 
ステップ数で区切った一場面ごとの誘導サイン・地図

サインを認識した時間の長さで、サインを提示してから

次に進む経路を選択するまでの時間を計測した。今回実

施した実験は、基本的に通路途中の画像は表示せず、交

差部の次は次の交差部の画像を表示した。一方、交差部

には必ず誘導サインを設置しているから、交差部の画像

表示時間をサインの認識時間としている。 
 
 
 

最初分岐の画像を見せる

スタート地点の画像を見せる

地図サインの画像を見せる

誘導サインの画像を見せる

分岐の画像を見せる

目的地到着

拡大写真

経路選択

経路選択

画像を隠す

間違い

直前の分岐
へ戻る

目的地を告げる

交差部前の画像を見せる

繰返し

 
 
 

 
図-5 実験風景 

 
図-6 実験に用いた画像(交差部) 

 

図-7 実験に用いた画像(誘導サイン拡大) 

 
4. 実験結果 
 
(1)わかりやすさ評価 
案A、案B を比較してわかりやすい方はどちらかと尋

ねたところ、案A の評価が高くなった (図-8)。出口番号

が住所のようでわかりやすいといった意見や、出口番号

を誘導サインに記載していることが、一歩先ではなく、

より先の情報を事前に知ることができ安心感があるとい

図-4 実験の手順 
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うことであった。 
前者の意見から、被験者は番号記載で目的地に到達し

やすくなったと感じ、後者の意見からは番号に多くの情

報を盛り込むことに成功したということがわかった。  
 
(2)認識時間 
今回は、目的地1へは最短でステップ数3、目的地2へ

の最短ステップ数は4の位置に設定した。案Aのステッ

プ数は目的地2でやや多いものの、目的地1ではかなり少

なく、迷いにくいと言える(表-2)。また、地図サインと、

各交差部での誘導サインの認識時間は、いずれの目的地

においても案Aの方が1割程度長くなったが、これは出

口番号を理解するのに時間がかかっているものだと考え

られる(表-2)。このことから、案Aを利用すると認識に若

干時間を要するが、結果的に迷いにくいと言える。 
                          

(3)デジタル画像実験の問題点 

デジタル画像実験が及ぼす結果への影響を知るため、

また評価手法の改善のため、デジタル画像実験と現場実

験とのギャップを尋ねた(表-3)。回答のうち、スタート

地点の方角がわからない・画像に立体感がないという意

見が出た。これについては、デジタル画像の 3D 化など

デジタル画像の技術自体の発展を要するものであり、本

研究の範囲外である。 
もう一種の意見には、実際の現場の方が、サイン視認

が困難というものがあった。画面解像度の制約下でサイ

ンの文字を見せるために、誘導サインを拡大表示したこ

とで視認性が表現できなかったためである。また、サイ

ンしか提示せず、通路途中部分等の、他の情報がないと

いう意見はサインの量が少なかったと言える。これらは

解決すべき問題であり、このギャップが 4(2)の目的地 2
の結果にも繋がったと考えられる。 

 
(4)実験手法の改善方向 
デジタル画像実験は、実験に用いる画面サイズを大き

くするなどして、サインを過度に拡大表示することなく

実験を進めたい。また、交差部では必ずサイン標示を提

示したが、被験者に発見してもらいサインを見るかどう

か選択できる形にし、視認性評価について改善したい。

そのためには CG を用いて通路途中の画像も提示したり、 
静止画ではなく動画を用いたりし、スタート地点から目

的地まで途切れない画像で被験者が情報を自由に選択で

きるような形を考えている。 
 
5.まとめ 

 
デジタル画像実験の結果、空間把握のための付番ルー

ルによる、誘導サインへの出口番号の記載によって、現 

 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
状案よりも目的地へ到達しやすくなると感じることがわ

かった。本研究案は地図サインによる予習が必要となる。

しかし、初めて歩く場所では地図を見てから歩くと言う

人が、被験者 19 人中 11 人いたことから、地図サインで

予習するという行為は問題なく、本研究の提案するシー

ケンスが行えるだろうということがわかった。  
 今後の課題として、付番ルールにおいては、サイン認

識時間を短縮するため、また、大規模地下空間全体の通

路座標化を行い、なおかつ利用すればすぐに使い方やル

ールがわかるような単純なルールを検討したい。また、

サインには、標示する情報内容・文字・ピクトグラム・

グラフィックシンボル・図表類・色彩・レイアウトがあ

るが、今回では範囲外とした誘導サインの文字や、色彩

の設定、視認性についても考慮したい。 
 
＜参考文献＞ 
1)大喜多, 内田：大規模地下空間の誘導サインシステム
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地図サイン 誘導サイン

18.05

15.72

認識時間(秒) 認識時間(秒)

13.33
1

2

ステップ数案目的地

案A(本研究)

9人

案B(現状)

5人

どちらでもない

5人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(人数) n=19

表-2 ステップ数，地図・誘導サイン認識時間 

図-8 わかりやすさの比較評価結果 

ギャップ 人数(ｎ＝19)
1
3
4
1
1
2
2
2

わからない 3

実際の方がサイン視認が難しい

感じない

感じる

サインに従うから

立体感がない

理由

サインしか見ない
情報が少ない

その他

スタート地点の方角がわからない
その他

表-3 デジタル画像実験の問題点 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


